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略語一覧

AFPPD	 人口と開発に関するアジア議員フォーラム

APDA	 アジア人口・開発協会

APRO	 アジア太平洋地域事務所 (UNFPA)

IAPPD	 インド人口・開発国家議員連盟

LGBTQ	 性的マイノリティ

MP	 国会議員

NGO	 非政府組織

PLCPD	 フィリピン人口・開発議員委員会

RH	 リプロダクティブ・ヘルス

SDGs	 持続可能な開発目標

SRH	 セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス

SRHR	 セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

UNFPA	 国連人口基金
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歓迎の辞

池上清子　AFPPD暫定事務局長

池上暫定事務局長がセミナー参加者に歓迎の辞を述べた。以下要旨。
若者はすべての国にとって未来である一方、様々な要因からこれまでと同様弱い立場にある。
これは時に、若者が自らの人生を計画する能力にも影響を及ぼす。この点を本セミナーの背景
ととらえ、参加者には発表後の議論に積極的に参加してほしい。

開会挨拶

武見敬三 参議院議員、 AFPPD議長 (日本 )

武見議員は、ビデオメッセージで、参加者及び発表者に謝意を表し、コロナ禍におけるすべて
の人の健康を願った。以下要旨。

人口と開発に関するアジア国会議員フォーラム (AFPPD) 議長の立場から強調したい点として、
AFPPD の総会において AFPPD の 2021 ～ 2025 年の 3 つの戦略的柱の 1 つに若者への投資が採択さ
れたことがある。

コロナは各国内及び国家間に格差拡大をもたらし、「不平等のパンデミック」を引き起こしてい
る。若者は、保健医療やエッセンシャル・サービスに従事するパンデミックのヒーローになっ
ている場合も多い。想起されるべき成功談としてインドの事例がある。インドでは、AFPPD のメ
ンバーである国会議員が若者主導の社会活動を立ち上げ、500 人以上の若者がコロナに関する電
話相談システムの設置にボランティアとして尽力した。彼らは、医療施設の空き病床に関する
データに基づく情報を統合し活用して、医療従事者の調整を行い、医療従事者と患者をつなぐ
保健省の業務を支援した。この若者主導のボランティア活動により、700 人の重症患者を含め 1
万人以上の患者の命が救われた。

若者の社会活動への参加は他の国でも積極的に活用可能な事例として注目されるものであり、
AFPPD のメンバーが好事例の共有を進めることが望まれる。

ビヨン・アンダーソン、 UNFPA APRO地域事務所長   

アンダーソン所長は、若者たちは社会的進歩を促し、政治的変化を促進する革新的アプローチ
を通じてそれぞれのコミュニティにおけるコロナ対策に積極的役割を果たしているとの認識を
示した。とはいえ、コロナ禍において家族を支えることで精一杯な若者がおり、取り残されて
いる者もいることが懸念されると述べた。以下要旨。

現在の健康危機により不平等が悪化しており、既に弱い立場にある若者がとりわけ深刻な影響
を受けていることが注目される。これに対処するため、UNFPA では、SRH( セクシュアル・リプ
ロダクティブ・ヘルス ) の基本的な情報及びサービスを含め、アジア太平洋地域における取り
組みを強化している。また、若者のネットワークと協働して、域内 20 カ国以上において、SRH、
家族計画サービス及びHIV対策サービスに関するものなど、コロナサポートのためのオンライン・
ポータルの開発にも取り組んでいる。

UNFPA は、ジェンダーに基づく暴力及びメンタルヘルスの電話相談サービスを開発した。人道的
活動家や若者主導の団体への支援も継続している。UNFPA は若者主導の諸団体と共同で、世界中
の人々を対象にコロナについて、また自分の友達、家族、コミュニティの安全を守るには何が
できるかについて啓発することを目的に、Youth Against COVID-19 (COVID-19 と闘う若者 )キャ
ンペーンを立ち上げた。UNFPA がどのように変化を促進し得るかを示す事例がいくつかある。
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グループ写真



6

第１部…

コロナ禍におけるアジア太平洋地域の若者の状況：概況、オンライン授業、失業、

政治参加

ナンディンチメグ・マグサル氏 ( モンゴル )

モンゴル政府は、コロナ禍パンデミック下において経済回復と健康保全のため、様々な法律及
び総額 1000 万モンゴル・トゥクグル (約 3,500 万米ドル )の包括的対策を導入した。

モンゴルの人々は予防戦略を理解しており、調査によれば、大半の人が手洗い、マスクの着用、
大人数の集まりを避けることの効果を認識している。若者は家族と一緒に過ごすことや自己啓
発活動に充実した時間を送っている一方で、マイナス面も認められる。ロックダウン中は保健
医療サービスへのアクセスが阻害された。調査の結果から、ロックダウン中、思春期の若者の
23% が不眠症に悩み、28% に鬱症状が認められ、23% が不安感を抱えたことが明らかとなった。

2020 年 2 月 3 日からすべての教育レベルにおいて、テレビ授業やオンライン学習など非対面授
業に移行された。しかし、テレビ授業に欠かさず出席できる生徒は 5 人のうち 3 人の割合にと
どまり、15% がテレビがない、インターネットに接続されていないなど様々な理由で授業に参加
できないことから、難しい問題となった。

総数にして、1 年生から 12 年生までのすべての学科に 170 のテレビ授業が制作され、手話付き
で 4,800 時間の放送が行われた。ロックダウン中には、国連諸機関が、SRH、家族計画、メンタ
ルヘルスを含め e カウンセリングを通じて若者が利用しやすい保健医療サービスや情報へのア
クセスを支援した。

UNFPA モンゴル事務所は、教育科学省と協力し、魅力的で対話形式な健康教育の開発を支援し、
14 のユニットを作成した。

 
中小企業を対象におよそ 700 米ドルの経済回復融資が提供され、さらに 1 億 7500 万米ドルの資
金が専門技能訓練をはじめ若者を対象とする雇用プログラムの実施に割り当てられた。

提言として、若者に対し暴力被害者用のカウンセリングやシェルターが提供されるべきであり、
オンライン・カウンセリングも拡充されるべきである。
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サンギート・カヤスタ氏 ( ネパール )

コロナパンデミック発生以前、ネパールは、若者政策を定め、憲法でも LGBTQ コミュニティの
権利を認めるなど、進歩的な国であった。

しかし、コロナ禍への対応のため首相の下にハイレベル委員会が設置されるも、若者を代表す
る委員は不在で、若者を対象とする主要重点分野は設けられなかった。しかし、若者の雇用を
促進するためのプロジェクトが政府と世界銀行の共同で発足した。

パンデミックの発生により、多数のネパール人出稼ぎ労働者が仕事を失ったことに加え、無給
休暇扱いとなったり、契約終了前に帰国したりのいずれかに追い込まれた者も多い。推定によ
れば、海外にいるネパール人の 20% が失業のリスクにさらされているか、あるいは賃金やその
他給付を受けておらず、保健医療施設を含む基本的サービスへのアクセスを奪われている。政
府は出稼ぎ労働者の帰国を進めているが、その費用は労働者の自己負担となっている。

2020 年 3 月には学校も大学も休校となり、ネパール政府は教育機関に対し学費助成を要請した。
大学助成委員会は、大学に対しオンライン授業資金を供与した。オンライン授業が開始されたが、
実施できたのは主に私立の学校と大学であった。国立の教育機関は関連政策の実施が遅く、こ
れに関する厳密な計画も不透明なままである。

政府は、通信の負担軽減を図るため、インターネットサービス事業者に対し、顧客の音声通話・
データ通信パッケージの割引額を拡大するよう要請した。減税及びインターネット料金の引き
下げがなされることが推奨される。

若者の政治参加に関しては、コロナパンデミックによるロックダウンにより、参加の機会が実
質的になくなった。
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女性や子どもは主な支援対象としてみなされる一方で、若者はそのようにみなされることはな
く、取り残されている。

政府がコロナ電話相談サービスを設置して、若者の参加が増加した。若者は、コロナパンデミッ
ク及びワクチン接種プログラムに関する啓発活動に地方政府及び自治体レベルで参加している。
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アンナ・マリエ・アルハンブラ氏 ( フィリピン )

フィリピンでは、2020 年 3 月に国家非常事態宣言が発出され、政府により開始されたプログラ
ムでおよそ 1800 万の低所得世帯に助成金が交付された。予算はまた、パンデミックにより国民
が被った経済的コストや損失の改善にも配分された。

パンデミック以前においては、男女ともに機能的識字率は高く、若者の失業率も低下しつつあっ
た。しかしその一方で、思春期の若者の高い出生率はこれまでも難しい問題となっていたが、
休校で状況はさらに悪化した。フィリピン人口開発委員会の調査によれば、十代の妊娠件数は
増加している。これは、SRH・サービス及び情報へのアクセスの欠如にも起因するものである。
さらに、別の調査では、少女らはパンテミック後に復学できないのではないかと心配している
ことが明らかにされた。

パンデミックの発生以降、若者の失業率が増加し始めた。2019 年 7 月の失業率が 14.7% であっ
たのに対し、2020 年 7 月には 22.4% にまで増加した。これはすなわち、フィリピンの若者 170
万人が失業中ということになる。ロックダウン中、全国民に外出禁止が要請されたため、卸売業、
小売業、飲食業、建設業、運輸業、貯蔵業で働く若者が最も影響を受ける結果となった。きわ
めて憂慮すべきことは、依然として労働時間が 14% 減少したままであり、これは、若者にとっ
て収入の減少と経済活動の減退を意味する。正規労働者及び非正規労働者ならびに海外で働く
フィリピン人を対象としたプログラムはあるが、若者を対象とする具体的な支援プログラムは
ない。とはいえ、若者の一時解雇を防ぐための代替的労働形態に関するガイドラインが労働雇
用省により設けられている。

パンデミックは教育に影響を及ぼし、学校は閉鎖されたままである。2021 年 9 月の時点で、世
界においてフィリピンは対面授業が行われていないわずか 2 カ国のうちの 1 カ国である ( もう 1
カ国はベネズエラ )。同期型及び非同期型の遠隔学習を混合して活用する方法ではあるものの、
2020 年 10 月から 2021 年 1 月までの教育省のデータによれば、依然として就学率は高く、昨年
から今年初めにかけて実際のところ 6% の増加が見られた。一方で、遠隔学習には機器の使用が
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必要とされ、調査によれば、こうした機器を入手できないことが一部生徒の就学できない主因
となっている。ユニセフの調査では、親の見解として、子どもたちにとってオンライン学習は
対面授業に比べて学習効果が若干劣ると見られていることが明らかにされた。しかも、実習や
実務研修もなくなり、若者に影響が及んでいる。
 

政府は、最貧困層の子どもたちに助成金や給付金を交付するなど、危機的状況にある生徒に援
助を行うほか、デジタル教育・インフラの整備や、代替的学習方法のサポートに予算を割り当
てている。
 
パンデミック以前の政治参加に関しては、若者は、運動や抗議行動を含め非公式の政治活動に
盛んに参加していた。しかしロックダウンはこれにも影響を及ぼした。それでも、新しい技術
やソーシャル・メディア・プラットフォームを活用する若者の知識やスキルは高度であること
から、フィリピンの若者は、病院の最前線で働く医療従事者の個人防護具が不足した時にも結
集するなど、独自のプロジェクトを始動させることができた。

若者主導の団体はまた、感情や不安に対応したり、あるいはコロナに関する信頼できる情報を
共有することで誤った情報に対処したりするために、オンラインウェビナーを含む他のイベン
トも始めた。
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ヴェジロフ・ジャムシェド博士 ( タジキスタン )

タジキスタンの状況把握には、既存データの分析調査のほか、国会議員、在タジキスタンの国
連事務所、とりわけ UNFPA の代表、及び若者政策・若者育成開発担当の主要政府機関である青
少年・スポーツ委員会の代表との面談が用いられた。

若者は総人口の 3分の 2以上を占めており、タジキスタンの識字率は 99.8% とほぼ 100% である。

経済においては農業が主力産業で、労働年齢の若者のおよそ 65% が農業に就業している。しか
し就業機会が少ないことから、ロシア連邦をはじめ就職先が見つかる諸外国に雇用の機会を求
める者が国民の大半を占める。

若者の生活向上に多大な努力が払われているにもかかわらず、コロナの影響は深刻である。タ
ジキスタン共和国は若者育成戦略の策定では先駆的である。現在新たに今後 5 ～ 10 年の若者育
成戦略の検討が進められている。残念ながら、コロナはタジキスタンの教育制度に大きな脅威
となっている。まだオンライン教育に移行する準備ができておらず、大きな課題のままである。

もう一つの課題は、インターネットインフラの整備が十分に進んでいないことである。インター
ネットのコストは非常に高く、実際のところ、インターネット接続費は、国民 1 人当たり所得
で考えると、域内のみならず世界で最も高い。したがって、国民の大半はインターネットを利
用できていない状況にある。

国際諸機関からの支援も行われている。たとえば、2020 年 6 月にはアジア開発銀行から若者、
女性及び出稼ぎ労働者の技能向上のため 2000 万米ドルの無償供与がなされ、同様に情報通信技
術日本基金から情報通信向けに 150 万米ドルの無償供与が行われた。

海外への出稼ぎ労働者の中には職を失った者もいる。2019 年の出稼ぎ労働者からの送金は GDP
の 30% を占めていたが、2021 年には半減した。タジキスタンのほぼすべての世帯がこの所得喪
失の影響を受けている。

若者は零細・中小企業に就労しており、パンデミックの影響を最も受けたのは若者である。調
査によると、景気低迷の影響を受けている中小企業は 63.1% にのぼり、廃業に追い込まれた企
業も多い。およそ 85% が売上高の減少を経験しており、最大 25% が一時休業を余儀なくされた。
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とはいえ、パンデミックは新たなビジネスチャンスも生み出した。デリバリー・サービスや在
宅ケア、独自の再使用可能なマスクの販売・縫製、その他オンライン・サービスに従事する若
者も多くなった。

政府は、コロナ対策としてこれまでにない施策を打ち出し、タジキスタン共和国首相の下にコ
ロナ対策本部を設置した。

支援面では、政府は弱者層に経済援助を行い、減税や金利負担の軽減も行った。

政府と NGO 双方により様々な若者のボランティア・グループが創設・運営されている。これら
のグループは、予防戦略、弱い立場にある家庭への食料配給、コロナの影響を受けている人々
を対象とする精神的支援を含む電話相談サービスの運営などについて啓発活動を行っている。

パンデミックは、国の弱点や準備不足な点を顕在化させた。次回の戦略的文書では、コロナパ
ンデミックで明らかとなった点や学んだ教訓を検討することが願われる。
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第2部：…

質疑応答・議論

モデレーター ：ファル・ウスモノフ APDA国際課長補佐　

参加者からの質問・コメント： 

インド人口・開発国家議員連盟 (IAPPD) のマンモハン・シャルマ事務局長は、いずれの発表者
からも提起された問題は世界各国で共通のものであると指摘。コロナパンデミックは恒常的に
なりつつあり、予想よりも長く続くだろうと述べた。事務局長は、AFPPD や APDA のような専門
機関が長期的にこの問題を議論し続けることが必要だと提言した。

ベトナムの参加者からは、モンゴルのコロナ対策法にはイノベーションに関して具体的な規則
や条項が盛り込まれているかどうかの質問があった。
 
タイの国会議員で AFPPD 事務総長を務めるジェット・シラソラノン議員から、カヤスタ氏 ( ネ
パール )に対し、ネパールでは若者の組織に関連する法律がコロナパンデミックの緩和に役立っ
たかどうか、また学年末試験がどのように運営されたかについて質問があった。

議員からはさらに、ヴェジロフ博士 ( タジキスタン ) に対し、オンライン学習の影響として、
子どもたちは通学できないことで学習だけでなく友達を作る機会や感情のコントロールを学ぶ
機会も失ったと思われるが、長引くパンデミックと学校教育の混乱について意見を聞きたいと
の要望があった。

楠本修 APDA 事務局長・常務理事から、これらの課題を国の政策にどのようにしたら優先事項と
して組み込むことができるかについて、コンサルタント諸氏に意見が求められた。

コンサルタントからの回答：

アルハンブラ氏 ( フィリピン )
国会議員は国の重要な課題や懸案事項について若者の意見を聞く必要がある。若者は、競合す
る数多くの優先事項の中でどの課題を優先すべきであるか明確に述べることができるだろう。

カヤスタ氏 (ネパール )
政策は十分ではなかった。全国評議会が設置され、評議会はコロナ対策において様々な省庁に
関わることができた。この評議会には政党を含む幅広いグループが参加している。

試験に関しては、ネパールではテクノロジーの普及が不十分で、試験は延期され、感染者が減
少した時期に筆記試験が実施された。

オンライン教育に関しては、ブータンの保健省がオンライン・ガイドラインを発表している。
ただしこれは、旧制度を再現したりあるいは打破したりするためではなく、セクシュアル・リ
プロダクティブ・ヘルス (SRH) やジェンダーに基づく暴力について若者の学習を手助けするた
めのものである。
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ヴェジロフ博士 (タジキスタン )
パンデミックにより、タジキスタンの政策や危機対応策の弱点が顕在化した。タジキスタンは
2030 年までの国家開発戦略を定めているが、教育セクターに限らず、協調した取り組みが必要
とされるすべてのセクターに関して慣行を再検討する時期にあると考える。

パンデミックはエンデミックになりつつあるとの意見に同意するが、しかし 1 国の危機が他の
諸国の情勢にも影響を及ぼし得る。取り組み方を見極め、協力を図り、コロナやその他今後起
こり得る危機の悪影響に対処するため、既存の政策文書を再検討し、修正を加える時期に来て
いる。また、政府の開発計画においてオンライン教育を考慮に入れるべきであると考える。

マグサル氏 (モンゴル )
モンゴルは昨年、コロナ影響緩和法を制定した。教育に関しては、授業料や寮費を引き下げる
規定や、授業料の請求を延期する規定が設けられている。オンライン教育及びテレビ授業を規制・
監視する必要もある。

コロナ禍緩和計画は、訓練を提供したり、ローンの金利を下げたりするなど若者を対象とする
支援を盛り込んでいる。中小企業のオーナーやサービス事業者は低金利の恩恵を受けている。

すべての発表は、AFPPD及び APDAのウェブサイトでご覧いただけます。
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Presentation:  Ms. Nandinchimeg Magsar  <Mongolia>



16



17

Presentation:  Mr. Sangeet Kayastha　<Nepal>
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Presentation: Ms. Anna Marie Alhambra   <Philippines>   	
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Presentation: Dr. Vazirov Jamshed  <Tajikistan>    
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Programme

Online Seminar on the Impact of COVID-19 Pandemic on Youth

12:00 - 13:40 (Tokyo time)   

24 September (Friday) 2021

12:00-12:10

Welcoming Remarks
Prof. Kiyoko Ikegami, Interim Executive Director, AFPPD

Opening 

Opening Addresses 
Hon. Prof. Keizo Takemi, MP, Japan, Chair of AFPPD <video message>

Mr. Björn Andersson, Regional Director, UNFPA APRO 

Photo Session

12:10-13:10

Moderator : Dr. Farrukh Usmonov, APDA

Part 1: Situation of Youth in Asia and the Pacific Region under 
COVID-19:
Overview, Online Schooling, Unemployment, Political participation

Presenter:  (15 min. each)	

1)<Mongolia>    	 Ms. Nandinchimeg Magsar, Consultant

2)<Nepal>       	 Mr. Sangeet Kayastha, Programme, Consultant 

3)<Philippines>  	 Ms. Anna Marie Alhambra, Consultant

4)<Tajikistan>    	 Dr. Vazirov Jamshed, Consultant

13:10-13:40 Part 2: Q & A/ Discussion 

13:40 Closing Remarks

	 Rapporteur: Ms. Nenita Dalde, Manager of Advocacy and Partnership of PLCPD
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Participants' List 

No Country Title Name Position
AFPPD National Committees on Population and Development
1 Japan Hon. Prof. Keizo Takemi Chair of AFPPD
2 Thailand Hon. Dr. Jetn Sirathranont Secretary General of AFPPD 

3 Viet Nam Hon. Dinh Cong Sy
Vice Chair of the Committee for 
foreign affairs

4 Viet Nam Hon.
Pham Trong 
Nghia

Permanent Member of the 
Committee for social affairs

National Committee Secretariat

5 Cambodia Ms. Chanlinda Mith

Deputy Director of the Department 
of National Affairs Research of the 
Secretariat General of the National 
Assembly

6 India Mr.
Manmohan 
Sharma

Executive Secretary of IAPPD 

7 Malaysia Mr. Azri Norfikri Aziz
International Relations and Protocol 
Officer

8 Nepal Mr.
Manohar Prasad 
Bhattarai

Ex MP

9 Nepal Mr. Bhishma Adhikari NFPPD General Secretary

10 Pakistan Mr. Rahim Shah

Assistant Director (IR), Deputy
Speaker’s office
Secretariat of the
National Assembly

11 Tajikistan Mr. 
Abduaziez 
Qohhorov

Advisor, Parliament of Tajikistan

12 Viet Nam TOKHUONGDUY
Presenter

13 Mongolia Ms.
Nandinchimeg 
Magsar

Consultant

14 Nepal Mr. Sangeet Kayastha Consultant

15 Philippines Ms. 
Anna Marie 
Alhambra

Consultant

16 Tajikistan Dr. Vazirov Jamshed Consultant
Related Institutions
17 Ms. Cecilia Russell Inter Press Service (IPS)
UNFPA APRO
18 Mr. Björn Andersson Regional Director of UNFPA APRO
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No Country Title Name Position

19 Ms. Kamma Blair

Regional Programme Specialist 
(Disability, Parliamentarians, 
Knowledge Management, Innovation) 
of UNFPA APRO

20 Ms. Maki Akiyama UNFPA APRO
Asian Forum for Parliamentarians' on Population and Development (AFPPD)
21 Japan Prof. Dr. Kiyoko Ikegami Interim Executive Director

22 Japan Ms. Yoko Oshima
Assistant to Interim Executive 
Director

23 Japan Ms. Eri Osada Staff
24 Philippines Ms. Nenita Dalde Rapporteur
The Asian Population and Development Association (APDA)

25 Japan Dr. Osamu Kusumoto
Secretary-General / Executive 
Director

26 Japan Ms. Hitomi Tsunekawa Chief Manager, International Affairs 

27 Japan Dr. Farrukh Usmonov
Assistant Manager of International 
Affairs/Senior Researcher
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